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看護における清拭の考察

岡　本　陽　子＊

Bed　Bath　in　Nursing

Youko　Okamoto

1．はじめに

　看護は日常性である。看護は患者の日常生活

全般にわたって援助する。看護はそのことによ

って患者の自立を促進する。その意味で看護は

単純な技術ではない。看護はひとりの人格をケ

アする。それゆえ，そのケアには，人格に対す

る尊敬と礼節を含む。技術は患者をひとつの客

体とみるので，患者は操作される対象となる。

操作される対象とは，基本的には機械及び抽象

化された物体である。従って看護は技術ではな

く技能というべきである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
　看護は技能によって日常生活に関与する。看

護はここから遊離してはならない。ところが，

看護の有効な方法を確立しようと急ぐあまり，

この日常性を遠ざけようとする動きは常につい
　　　　　　　　　　　　く　　
てまわる。看護の科学主義化ないし技術化はそ

のひとつであろう。本来の看護はこれに抗する。

看護は日常性である。この日常性こそ看護の原

点であり，学問的探究が切望される領域である。

　看護の日常性とは，看護が極めて患者の身近

な活動に関わっているということである。たと

えば，この活動に必須なもののひとつに身体の

清拭がある。清拭は高度の専門的技術ではない。

むしろそれは日常の技能的活動である。そのた

めに清拭が患者にとって必須な活動であるにも

かかわらず，それは研究のカテゴリーから除外

＊九州大学医療技術短期大学部看護学科

されがちなのである。しかし，看護が日常性に

あるということを確認するならば，ケアとして

の清拭は，看護の基礎であり，学問的探究を不

可欠とする。この小論は，清拭という具体的看

護活動を検討し，その意義を明らかにする。

2．ことばの分析
　　　　（3）　　　　　　　（4＞
　　　　　大漢和辞典は「清拭」ということば　広辞苑，

を記していない。このことばは十分な市民権を

得ていない。特殊な専門用語なのであろう。
　　（5）（6）（7）（8）〔9）

「清拭」はbed　bathの翻訳であろう。翻訳で

あるにしてもすでに漢字に訳されたとき，この

ことばは日本文化を表現するのであり，清拭を

行う看護者は，清拭という漢字のもつ意味に意

識的かつ無意識的に影響されるのである。つま

り，「清拭」ということばは，bed　bathに比し

てはるかに患者と看護者の心身に働きかける豊

かなイメージを呈するのである。その点でこと
　　　　　　　　　　ほの
ばはすでに行為である。

　それでは「清拭」はいかなる言語であろうか。

まず，「清」とは何か。「清」は水がすみとおる

さまであり，きよい，きよらか，あきらか，き

よめる，すずしい，いさぎよい，けがれがない，

あざやか，やわらぐ，おだやか，しずかなどを
　　　（11）（12）

意味する。したがって，「清」は水を用いて単

に汚れを落した状態ではなく，きよめられて，

やわらぎ，おだやかで，しずかな，けがれのな

い心身の状態を表している。その状態はなかば
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宗教的温位をさえ含んでいる。「拭」もまた，

ぬぐう，きよめるである。「式」は呪具の工を
もってものを清めはらうの意とある（13）もって

「拭」は清め拭うのである。こうして，「清拭」

は清めるという心身への働きかけを含んだこと

ばであることが明らかである。

3．清拭の感覚的位相

　清拭は身体諸感覚とりわけ触覚，温覚，痛覚

などの皮膚感覚を刺激する力学的活動のひとつ

である。看護者の手の働きによって，柔らかい

布と温水とが患者の身体に触れ，その感覚を刺

激する。この感覚は俗にいう五感の中でも特殊

な地位を占めている。まず，この感覚は接触的

刺激によって体表に生じる。他方，味覚，嗅覚，

視覚及び聴覚は特殊感覚すなわち特殊な構造の

感覚器を有して，その刺激が脳神経を経由して，

その刺激が受容中枢へ伝達される。いわば，皮

膚感覚は体表全体で刺激を受容する，一般的か

つ原始的感覚であるということができる。その

点で皮膚感覚は人間の生命にとって根元的感覚
　　　く　
である。これによって人は外界，物体の存在を

たしかめるとともに，自己の実在をたしかめる

のである。ちなみに，「たしか」めるとは「て

でしっか」とっかむことに由来するという。

「てでしっか」が「てしか」「たしか」に変じた

というのである。これはmanifest（明白な，

たしか）ということについてもいえる。この原
型はmans・fetus，つまり手一しっかりであるtis）

これがラテン語のmanifestusを生み，　mani－

festに変じたという。したがって，眼で見，耳

で聴き，嗅ぎ，味わうことの何よりも体性一皮

膚感覚によって触れることが知覚の充足感を換

起するはずである。

　ふれるということは，体全体の根源的知覚認

識である。感覚の生理学的検討と並んでふれる

ということばの分析はそのことを鮮明にする。

もっとも「ふれる」ということばは，生理学に

よって命名された体性感覚一皮膚感覚よりも先

にあったのであり，人間の身体感覚もことばに

よって分節されることによって出現したのであ

るから，「ふれる」ということばの分析は，生

理学的検討よりも根源的である。「ふれる」は

「みる」「かぐ」「きく」「味わう」に比べて主

語，述語，目的語があいまいである。たとえば，

「わたしは犬の尾を見る」「わたしは犬の尾に

ふれる」とを比較しよう。先ず明らかなことは

犬の尾「を」と犬の尾「に」という目的の助詞

の相違である。「を」は対自を，「に」は近接を

意味している。きく，かぐ，味わういずれも助

詞「を」をとる。次に，犬の尾を主語にしてこ

の文を構成してみよう。すると，「犬の尾が私

を見る」「犬の尾が私にふれる」の文が成り立

つ。ところが前者は文として成立しても意味を

考えていない。しかし，後者は意味を成す。と

いうことは，「ふれる」という動詞が，主語一

目的語，主体一客体の相互転換及び交流を可能

にするということである。「ふれる」は「わた

し」という主語を絶対化して他を従属させるこ

とではなく，わたしと対象とを結びつける動詞

なのである。「ふれる」は自他癒合的状態をつ

くり出す。爽やかな大気にふれるとき，わたし

は大気と癒合しているのである。したがって，

「ふれる」は自己呆失的な雰囲気をかもす。人

は神々しい霊気にふれて，気がふれ，それにな

るのであり，雄大な自然にふれてわれを忘れる

のである。われを忘れるとは，たとえば「私を

見る」というときの主語としての「わたし」を

忘れる情況のコンテクストに自己をおくことで

ある。表層にあるわたしを忘れることによって

人は本来の自己の心身について目ざめ，自己の

自立へと一歩を進める。ふれることは肉体を身

体として結合し，そのことによって他人の身体

へと自己を自由に転移させるのである。人の身

になる，身につまされる，身をやくのはこの謂

であり，共感なるものはこのことを意味するの
　　　く　
である。ここでは「ふれる」とは交流である。

それゆえ，「ふれる」は人間の身を介して原始

的位相から超越的位相へとゆきわたることばで

ある。こうして，清拭は「ふれる」ことの位相

をも射程に入れることになる。
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4．清拭の要求

　患者は清拭を要求する。まず身体がそれを自

然に欲求する。身体の分泌物及び外界の物質か

ら成る汚れは，身体に付着する異物であり，そ

れは異和感を生み，不快感を与えるであろう。

したがって，身体はこの異物を排除することを

欲求するであろう。これは人のみならず，小鳥，

犬，猫などでも見られる自然の行動であろう。

清拭はこのように，身体の自然的欲求を充足す

るのである。

　しかしながら人間は，ことばを用いることに

よって身体の自然的欲求を越え出る。たとえば

現代の「清潔」ということばは，自ら身体をき

れいにすることを欲し，またそうせざるをえな

いような強制力をもつ。人は自然的欲求だけで

はなく，ことばによって多様な要求をつくり出

すのである。その意味で，ことばは行動であり，

かつ要求なのである。それゆえ，身をきれいに

するということも，ことば，すなわち，文化と

歴史によってさらに個人の経験，いわば主観な

いし，情緒によって変容する。たとえば，毎日

顔を洗い，歯を磨くことは普遍的なことではな

い。日本の中世においてはそうであったし，現

に，こどもはとくに幼いこどもなどはそれをし

ょうとしない。「汚れ」ということばに対して

も強い拒否反応を示す人もあれば，そうでない

人もある。しかしながら，現在の日本の文化一

般は身体をきれいにすることを価値とみている

し，多くの患者は清潔を欲するのである。身体

が欲する以上に患者の心理が欲するのである。

それゆえ，患者は清拭によって気分が良くなっ

た，気持が良かった，さっぱりしたと語るので
　　く　　　く　ラ

ある。

5、看護としての清拭

　清拭は看護行為の中核におかれてきたが，今

もそのことに変わりはない。清拭は科学的合理

性の領域で検討される。ここでは清拭は皮膚の

汚れ，退化した表皮いわゆるあかなど，細菌の
　　　　　　　　　　　　　　　　（19）（20）
感染源となるものを除去するのである。清拭は

皮膚の清潔さ，衛生のために必須である。さら

に，清拭は皮膚を刺激することによって，血行

を良くし，内臓の活動を高め，疲労や不快感を
　　　　く　り
取り除く。また，清拭後体温や血圧が下降する

傾向があるた減2＞身体にゆったりとした爽快感

　　　　にの
を与えることになる。以上の科学的合理性を看

護としての清拭は貫徹する。

　しかしながら，さらに清拭は患者の心身につ

いても立ち入った働きをする。すでに明らかに

したように，清拭という行為は，患者にとって

は文化的，歴史的イメージをもって響いている。

清拭は科学的合理性の貫徹のみならず，美的，

倫理的，宗教的な意味を含むことばなのである。

したがって，患者は清拭という行為に心身をも

って反応する。それは感情的な反応であり，主

情的反応であるといってもよい。むしろ患者に

とってはこの方の要求が強いといえる。患者に

とっては科学的衛生思想などよりも，まず，長

い間，風呂に入っていないといった習慣の中絶

が苦痛なのである。日本人にとって身体を洗う

ということは，世間の人並みに美しくきれいに

生きるということである。清拭がこのように患

者の要求に答えるとき，患者はひとごこち（人

心地）がついたというのである。

　人は身体が汚れたとき，心も汚れたような気

分になる。そして気が滅入るのである。身体は

本来身であって，身は御身，身共とあるように

人そのものである。それゆえ，身が洗い清めら

れたとき，人は「生きかえったような」「生ま

れかわったような」気になるのである。それは

古い身がとり除かれて新しい身が生れることで

ある。これには日本文化が有する清め，みそぎ

といった宗教的心意も無意識のうちに含まれて

いるのであろう。清拭は患者に対してこのよう

な清浄と再生の行為でもある。これは理想的な

理論上の事柄ではない。清浄と再生と称するの

は身が変化することである。清拭は身の変化，

古い身からの離脱を促す。適度な温水と布が身

にふれるということは，まさに表層のわたし一

身を離れて深層のわたしへと立ち返ることであ

る。患者は清拭において眠入るようなくつろぎ
　　　　　　　く　の
とやすらぎを得ることがある。苦痛が和らぎ，
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悩みを忘れ，自我を放榔したひとときを患者は

生きる。これによって患者は新しい自己へ生ま

れかわるのである。このような境地を対話と称

するなら，これこそ真の対話であろう。たとえ
　　　　　　く　の
ば，Mccorkleは接触は看護婦が短時間のう

ちに重症患者とラポートをつくり出すのに有効

であることを実証した。但し，清拭はコミュニ

ケーションそのものではない。もし，清拭をコ

ミュニケーションと見るならば，すべての看護

行為が，たとえば注射でさえもコミュニケーシ

ョンになるであろう。清拭はコミュニケーショ

ンを越えたものであって，コミュニケーション

以前のものなのである。したがって，清拭をコ

ミュニケーションの手段であると見る考え方は

清拭の本質を見誤り，その意義を軽視するもの

である。

6．清拭の実施

　清拭は看護者の眼と心と手の働きを患者の心

身へ投入するトータルな行為である。そこには，

身体と心，自然の生理及び第2の自然とも称さ

れる文化，倫理，宗教などあらゆる人間的活動

が凝集されている。

　まず，清拭はあらゆる科学上の知識と道具一

技術を活用するであろう。年齢，疾患，食事と

睡眠を考慮した実施の時期，実施の方法，適切

な温湯，ウォッシュクロス，バスタオルの使用
　く　ラ

法，衣類や寝具及びスクリーンの準備，室温の

調整など外的環境の整備，身体各部における清

拭の順序，圧迫と速度の適切さ，石けんなど浴

用化学品の選択，清拭のプロセスにおける患者

一心身の反応，その観察など科学的合理性はそ

のプロセスにおいて貫徹される。しかも，患者

は科学的合理性だけでは貫徹されることはしな

い。患者は歴史的伝統と社会文化を座標軸とし

て生きてきた経験の統合体である。患者は個性

をもった独自の存在である。

　患者は科学的合理性に対して拒否反応をする

こともある。たとえば，差恥によって，ふれる

ことが性的欲求へ転移されることによって，清

潔さを医学的必要性の範囲や水準から強制する

ことに対して，あるいは看護者に対する不信に

よってなど。とくに，看護者は清拭時に患者が

示す董恥を無視できない。強い董恥は心身を緊

張させ，疲労を増しさえする。そして，患者は

心身の要求である清拭を拒否することになりか

ねない。二二は人間らしい感情のひとつである。

こどもには董恥心は他の感情と未分化で明瞭に

表われない。二二心は，自我意識が芽生える青

年期から顕著になる。「わたし」という自我意

識が他者を意識することによって二二心が生ま

れるのである。心理学一般は董恥を自己の失敗，

ないし弱点を他者に見られたときに生じる心理

的緊張という。しかし，これは十分な説明では

ない。董恥は失敗や弱点ではなく，隠しておく

べきもの，あるいは隠しておきたい心身の内容

を人の目にさらすことによって生じるのである。

人の目にさらすということは，心身に人が浸入

することを二二なくされること，従って，自己

の心身の一部を放棄することである。清拭にお

いて患者は他人に身体をさらされ，他人の視線

に自己の身体を暴かれることになる。これが董

恥という心理的痛みを呼び起こすのである。こ

れをとっても清拭が科学的合理性によってだけ

では遂行できない所以がある。

　　む　す　び

　看護は看護者の主体性に依存している。それ

ゆえ，看護における清拭は看護者のもつ共感性

と科学的合理的手法の影響が大きいことが予測

できる。ここでは，清拭という看護行為は，看

護者による単に人間の清潔の欲求を充たすこと

に専心するだけでなく，それと同時に人間の歴

史的，文化的，倫理的存在としての価値に注目

すべきことを明らかにした。

　人間の清潔への欲求はそれぞれ独自のもので

ある。医療の管理下にある患者の清拭に関する

研究文献は少ない。さらに清拭が科学的，心理

学的，文化的側面から探究されねばならない。
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